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  　図 2　厚生労働省　高齢者の健康に関する意識調査
  　 厚生労働省ホームページ（http://www.mhlw.go.jp/sei
  　 sakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/iryou/zaitaku/dl/zaita
  　 kuiryou_all.pdf）のデータにもとづき作成
3.　厚生労働省ホームページ
  　 （http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/
kenkou_iryou/iryouhoken/koukikourei/index.html）




  　 武内和久（2009）　『公平・無料・国営を貫く英国の
医療改革』　集英社




































































（通常時）被験者 1 被験者 2 被験者 3 被験者 4 被験者 5
飲酒前 69 49 73 60 71
飲酒後 109 57 94 59 74
脈拍 
（運動時）被験者 1 被験者 2 被験者 3 被験者 4 被験者 5
飲酒前 109 90 81 60 70







（通常時） 被験者 1 被験者 2 被験者 3 被験者 4 被験者 5
飲酒前
収縮期 108 127 115 133 143
拡張期 68 65 67 79 77
飲酒後
収縮期 121 125 151 130 128
拡張期 80 62 73 66 75
血圧 
（運動時） 被験者 1 被験者 2 被験者 3 被験者 4 被験者 5
飲酒前
収縮期 117 145 120 135 135
拡張期 84 88 70 80 75
飲酒後
収縮期 109 129 141 129 123
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ルコールチェッカーによるアルコール量測定は，
ほとんどの被験者で，通常時と運動時の差がみら
れなかった。このことから，今回の研究からは酔
いと運動の関係性については見いだすことができ
なかったといえる。
　ただ今回の研究を思い返すと，飲酒後に予想と
反して血圧の上昇が見られた被験者は，皆一様に
酔いが回るのが早かったように思われる。このこ
とから，血圧が上昇したものについては，体質等
なにか別の要因により予想と反した結果が出たの
ではないかと考えられる。おそらく，よいが回る
のが早かった被験者に対しては，アルコールから
アセトアルデヒドに反応する過程が遅く，血管の
拡張が他の被験者と比べて時間がかかったと思わ
れる。研究において飲酒 30分後に加え 1時間後，
1時間半後についても同様のデータをとれば，何
らかの関係性は見られたかもしれない。
　また，通常時と運動時でのデータに差がみられ
なかったのについては，今回の研究で運動の有無
以外にも，多分に酔いについての外的要因が含ま
れていた点にあるのではないかと考えられる。今
回研究を行なった日は，通常時が 7月で，運動時
が 9月であった。測定日が 2ヶ月も開いてしま
い，その間に被験者の食生活や体調の変化があっ
たとも考えられる。また，測定日当日について
も，測定直前までの食事，運動，睡眠などの健康
状態について差があったであろうことは想像がつ
く。こういった外部要素によって，酔いの度合い
は変化を受けると考えると，単純に運動の有無だ
けでは，酔いの差は調べられないだろう。
　以上のことから，運動と酔いとの関係性につい
て明確に示すことはできないが，少なくとも飲酒
前の運動が関与するところは，急性的な面におい
ては極めてわずかな部分であり，あまり酔いに影
響を与えないようである。しかし，慢性的な運動
後の飲酒が人体に与える影響については，我々の
知るところではなく，今後の部活動での飲み会に
おいて注意すべきことに変わりはないだろう。
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医師の子育て支援について
4班
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1.　研　究　動　機
　私たちは，今回の医学セミナーのテーマ設定の
際に，自分たちの未来を考えた。医師として働く
一方，結婚し，子供を育てていくということはど
のようなことなのか。医師に対する子育て支援に
はどのようなものがあり，仕事と子育てを両立す
るにはどのようなサービスを利用しているのか。
今回の調査を通して，医師への子育て支援につい
ての知識を深め，将来を考えるきっかけにしたい
と思い，このテーマ設定に至った。
2.　調　査　方　法
　福島医大を中心に子育て支援の制度をインター
ネット等で調べるほか，本大学の男女共同参画支
援室の小宮先生をはじめ実際に子育てをされてい
る医師の方からお話を伺い，その内容をまとめ
た。
3.　福島医大の子育て支援
　医師は急な呼び出しを受けたり当直があったり
するため，仕事と家庭を両立するのが大変な職業
である。福島医大は子供を持つ職員や学生のため
に託児所や保育所を設置している。ここでは，福
島医大の子育て支援として，「すぎのこ園」と
「すくすく」を中心に述べていく。
　3-1　すぎのこ園
　すぎのこ園は正式名称を「福島県立医科大学託
児所すぎのこ園」と言い，学校法人に勤務する職
員（研修医，准職員及び非常勤職員等を含む）及
び福島県立医科大学に在籍する学生（博士研究員
を含む）が利用できる施設である。入所定員は
70名で，認可外保育施設となっている。保育サー
ビスとして通常保育，夜間保育，一時保育の 3種
